
実施日時 ： 平成２８年６月２５日（土）１９：００～２０：３５

参　加　者： 96名（市民　80名、職員　16名）

No 質問内容 お答え（概要） 対応状況・今後の方針 担当部署

1
・夫が脳梗塞の際に救急車で2時間たらいまわし
にされ、今治市の病院で処置を受けた件と、ドク
ターヘリの要望について。

【市長】
・脳疾患の患者の救急搬送は、西部地域に受入れ体制の整っている病院が少ないため、特例
的に今治市内の病院に受け入れてもらっております。現在は、昨年9月から周桑病院でも脳外
科の先生が常駐され、市内では村上記念病院と2か所となり、2年前よりは迅速な対応ができて
いるのではないかと思っております。
・ドクターヘリについては、今年度愛媛県の方で、国に補助金を付けてもらう準備をしておりま
す。

―

・保健福
祉部
・消防本
部

2 ・流し台は粗大ゴミとして回収してもらえるのか。

【生活環境部長】
・流し台については、粗大ごみの扱いになっておりますが、なるべく道前クリーンセンターに直接
搬入してほしいものとしております。ゴミ収集業者の組合に対し、統一的な取扱いをするように徹
底したいと思います。
【市長】
・ルール違反で回収できないゴミについては、どうして回収できないのか理由がわかるような対応
を心がけるよう、指導したいと思います。

―
・生活環
境部

3
・運動靴を履いたままトイレに入れるスリッパを、総
合体育館以外の体育館にも配置してほしい。

【市長】
・便利なものですので、他の体育館にも配置するよう考えていきたいと思います。

・西条運動公園総合体育館、ひうち体育館では配置済みで
す。
・それ以外の西条西部体育館、東予体育館、丹原体育館、小
松体育館については、平成28年6月29日に配置しました。

・保健福
祉部

4
・国道11号、194号の接触事故を防止するため
に、自転車、歩行者専用道路の迂回路を検討し
てほしい。

【建設部長】
・国道11号の下を通る道の整備については、安全であると思いますが、河川敷の一部が個人の
農地であるため整備することはできません。愛媛県が買収し管理ができるようになれば、河川管
理用道路として整備できないかなど、要望していきたいと思います。
・加茂川大橋に接続するところの南側の用地協力を得られるのであれば、対応したいと思いま
す。
【市長】
・河川敷でありながら民地が残っているとのことなので、確認します。

・昨年に引き続いてのご意見ですが、再度現地を確認しまし
た。結論としては、加茂川右岸側と同じように、国道下を通る
ことは、民地も残っており、河川区域内でもあることから、新た
に迂回路を整備することは難しいのが現状です。
・交差点から100mほど松山寄りに、国道下を通り抜けできる農
道がありますが、ボックスの高さが2.5m以下（建築限界以下）
であるため、一般の方を通行させることは出来ないと考えてお
ります。
・また、迂回する距離がかなり長くなることから、整備を行った
としても、実際の利用は無いものと考えます。
・河川管理者である愛媛県に対しては、要望内容を伝え、実
現の可能性について検討したいと思います。

・建設部

5
・国道11号、中野595付近の歩道が狭いので広げ
てほしい。

【建設部長】
・以前、国と協議した際に、線形・センターラインの変更は難しく、過去に北側に歩道拡幅をして
いるので、次は南側への拡幅に協力できるのであれば、対応を検討するとのことでありました。

― ・建設部

市政懇談会（神戸公民館）における意見等の概要

※「対応状況・今後の方針」の記載内容は、
　　　　　　　　　　　市政懇談会開催日時点のものです。
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6

・観光振興策として、今治から高知までのサイクリ
ングコースの中で、通過地点の西条市で温泉に
入ってもらうなど、観光を含めたプランを考えては
どうか。

【市長】
・西条から高知まで非常に風光明媚な国道が通っていますので、ぜひ今治方面から西条へ来
てもらわなければいけないと考えています。連携してやっていきたいと思います。
・来年の5月に「日台観光サミット」が愛媛県で開催されます。西条市では鉄道をテーマにした
フォーラムを行う予定です。台湾の方は愛媛県がお気に入りの場所の一つであると聞いておりま
すので、このフォーラムにおいても西条市をしっかりPRしていきたいと考えております。

・昨年度から石鎚に関し広域連携ということで、久万高原町、
高知県いの町と連携し、今年度は石鎚を核に土小屋から成
就社までの縦走ルートや本市、面河、仁淀の観光スポットを
紹介した情報パンフ「石鎚トリップ」の作成に取り組んでおりま
す。
・今後もこの連携を拡大、拡充し、瀬戸内海と太平洋を結ぶ
観光ルートの創出を行い、本市を経由した観光客の誘致を促
進することで、地域創生を図っていきたいと考えております。

・産業経
済部

7
・神戸公園には子供たちも遊びに来ているが、草
が生い茂っており十分に管理できていない。安全
面からも除草等を行ってほしい。

【建設部長】
・除草については、年間３回ほど実施しております。水路清掃については冬場に１回実施してお
り、グランドの法面の除草についても、夏場に１回実施しております。聞くところによりますと、子
供たちが通っているところは、通路ではない管理していない部分を通られているようなので、また
指導していきたいと思います。

・例年、当公園については、除草を年3回、水路清掃を年1回
実施しているところです。
・隣接地が山林等であり、難しいところではありますが、園内の
適正な維持管理に努めて参りたいと考えております。

・建設部

8
・神戸の給油所から神戸公園に上がる道、又メロ
ディ橋から伊曽乃神社までの道を整備してほし
い。

【建設部長】
・給油所から北側手の雑貨屋さんまで、また神戸公園までの道路でありますが、路面の凹凸等
については、確認して対応できるところは早急に対応していきたいと思います。また、メロディ橋
から伊曽野神社の参道に上がる道の拡幅ですが、用地協力が必要になります。地元で協力でき
るような話があれば、よろしくお願いします。

・6/29（水）に職員が現地確認を行いました。
・緊急で修繕が必要な路面の凹凸等は見られませんでした
が、今後とも、高齢者が安全に安心して通行できるよう、管理
して参りたいと考えております。

・建設部

9
・集会所、公民館等にエレベーターを付けてほし
い。また、市営住宅、工業団地を作って、西条市
の人口増加策を考えてほしい。

【管理部長】
・神戸公民館については、今年度に、耐震改修工事と1階に洋式便器2基の設置工事を行うこと
としております。エレベーターの設置につきましては、公民館の改築を含め、総合的に検討した
いと思います。

・市営住宅の整備等につきましては、平成26年3月に策定し
た「西条市公営住宅等長寿命化計画」に基づき、老朽化が進
んでいる多くの市営住宅の更新、改修を図ることを最優先に
取り組んでおります。
・また、この計画では、 平成35年までの計画期間の内に、戸
数を全体として152戸減少すべきとされております。
・このようなことから、新規団地を整備することは、現時点で
は、予定しておりません。
・工業団地の整備には、多額の費用が必要であり、企業ニー
ズ・動向、経済情勢等を見極めながら慎重に検討して参りた
いと思います。
・なお、現在、県が西ひうちに廃棄物処理用地として約４５．５
haを埋立中にあり、埋立後は、新たな工業用地が確保される
見込みであります。
・また、28年度においては、県が実施する工業用地リサーチ
アップ推進事業に参画し、工場用地化が可能な遊休物件の
掘り起こしを行っております。

・施設管
理部
・産業経
済部
・市民安
全部
・教育委
員会管
理部
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・大町の岸陰に新しく市道が整備され、6月から供
用開始となったが、国道11号のすぐ南側の旧道と
の交差点が非常に危ない。一時停止等の安全対
策ができないか。

【建設部長】
・この６月から供用開始になった部分で、見通しも悪く危ないところだと思います。警察とも協議し
て対応を考えていきたいと思います。

・国道11号より南側の交差点に関しては、警察と協議のうえ、
西進してくる市道側に停止線を設ける予定です。
・学校北側の東西市道との交差点は、横断歩道の設置方法
に関して「コの字型」とするよう警察の指導を受けているため、
注意喚起標識の増設や、「止まれ」の表示を強調する等、他
の対応策を警察と協議の上、考えて参りたいと思います。

・建設部

11

・少子化や産業振興、教育など、市の事業の何
年計画でやるのかというロードマップと、例えば5
年先とかの予算の裏付けはどうなっているか。
・全ての部門にまたがる事案について、縦割では
なく、横の連携が図れるシステムが市の中に出来
ないか。

【市長】
・昨年度、まち・ひと・しごと創生総合戦略を作成しました。合併して１０年が経過したので、第１期
の総合計画が終わりましたが、すべて計画どおりにできているわけではありません。時代も変
わってきているので、軌道修正も必要になると思います。第２期総合計画の前期の５年で、さらに
具体的な計画を立てて、西条市の人口維持のために、安心して子どもを産んで育てることができ
る体制を整えることができるように、産業振興にも力を入れていきたいと思います。

―
・企画情
報部

12

・議員定数の話をチラチラ聞く。新居浜市や今治
市の市民の数、議員の数も一つの大きな参考に
なる。と言いながらも、西条市は非常に行政エリア
が広い。そこをどのように議員定数の中に加味す
るのか考えていく余地があるのではないかと考え
ている。

【市長】
・議員定数については、基本的には議員さんが自分たちで、議会の中で定数を決めます。考え
方によっては、議員の定数等についても、市民の皆さんが客観的に決めるということがあっても
いいかと思いますので、いろんな意見をどんどん出してほしいと思います。

・平成26年12月19日に設置された議会活性化特別委員会に
おいて、協議、検討されてきましたが、平成28年６月21日開催
の委員会において、現段階で拙速に定数を改正するのでは
なく、改選後、西条市議会として委員会の在り方等も含め、適
正な議員定数を、参考人制度や公聴会等を活用しながら、慎
重に検討することが必要であるとして、次期改選時における議
員定数は現状維持の30人とするとの結論に至っております。

・議会事
務局

13
・合併して１０年余り経つが、市民の融合がとれて
いない。将来のビジョンが見えない。

【市長】
・文化も歴史も違うので、10年で一つになるのはなかなか難しいですけれども、スポーツや文化
等のいろいろな機会や活動を設けて交流を深めていきたいと思います。西条市のどこに住んで
いても平等に安心して生活できなければいけないと思います。下水道料金や保育料、水道料金
など、地域によって格差があるなど、すべてが平等ではないですが、全体の中で助け合って、西
条市が一つになれるようにしていきたいと思っております。また一つにならないと発展していきま
せん。よろしくお願いします。

―
・企画情
報部

3


